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然し、 兎も角も、 「新しい もの」 が 生れよう として ゐ 

る。 

「永遠の 花」 が、 「新しい 花瓶」 に遷し 盛られよ うとし 

てゐる —— と いふ 少し アン ファ チックない ひ 方が 許さ 

れ ないだら うか。 

三十 年 前、 自由 劇場の 運動から 生まれた 多くの 劇作 

家中、 優れた 天分 を 有って ゐ たもの も少 くはなかった 

が、 真に 生命の 長 かるべき 作品 を 残した 作家が 幾人 あ 

つた か。 それ とても、 まだ 確乎たる 文学史 上の地位 を 

築き 得た とはい ひ 難い。 ポルト .リ シュ、 ド. キ ユレ 



ルの 二人 を 除いて は、 そして、 ロス タンと いふ 彗星 的 

作家 を 別にして は、 古来 天才と 称せられる 偉大な 作家 

に 比して、 あまりに その 距リ の大 なる を 感じない わけ 

に 行かない。 

テア トル、 ダヴ アン、 ギヤ ルド 

今日、 所謂 仏国の 『先 駆 劇 壇』 を 形造る 幾多 

の 有為な 新進 劇作家、 その 名 を 数 へれば 十指 を 屈して 

なほ 余りが あるに 違 ひない が、 その 「力強 さ」 に 於て、 

その 「閃き」 に 於て 一 頭 地 を 抜く もの は、 たしかに ポ 

オル . クロ オデルと アン リ • ルネ. ルノルマンと であ 

らう。 



その後 「赤 歯 山」 「男と その 幻」 「悪の 影」 「卑怯 

者」 等で、 相当の 成功 を 収めた と 伝 へられる。 

私 はこ こで、 ルノルマン を 如何なる 意味に 於ても、 

誤って 伝へ たくない。 彼 は、 優れた 天分と 信頼すべき 

芸術的 良心と を 有った 新劇 開拓者の 一 人で ある こと I 

I その 数 ある 作品 は、 何れも、 相当 深い 思索と、 充分 

に 鋭い 感受性と、 殊に、 稀に 見る 表現の 的確 さに よつ 

て、 彼が 「大器」 たるの 素質 を 示して ゐる こと —— そ 

の 主題の 新鮮さ、 結構の 自由 さ、 弾力に 富む 文体の 朗 

ら かな、 そして 底力の ある メロ ディ ー、 それ は 常に、 

興奮と 凝視と 瞑想の、 極めて 特殊な 「心理的 詩 味」 を 



彼の 感受性 は、 しかく 鋭敏で あるに 拘ら ず、 その 好 

奇 心に、 やや ナ \ -— ヴな ものが ある こと は 否めない。 

その 一 つ は、 科学に 対する それで あり、 もう 一 つ は、 

異国 趣味に 対する それで ある。 彼 は アイ ンシ ユタ イン 

の 相対性原理 (時 は 夢な リ) と フロイドの 精神分析 (落 

伍 者の 群) と を 通俗化し、 和 蘭と 亜 弗 利 加と 南洋と を、 

運河と 砂漠と 竹 藪に よって 象徴 させよう とする。 彼の 

描く 人物 は、 概ね 「考 へる」 以上に 感じて ゐる。 しか 

しながら、 時として、 象徴的 手法の 失敗が、 人物の 性 

格 を 類型に 陥れる 場合がない でもない。 之に 反して、 



霊感 一度 到れば、 その 表現の 鮮か さは、 まさに、 常人 

の 企て 及ばない ものが ある。 

「大 なる 未来」 を 想 はせ る 所以で ある。 

かう 云 ふと、 彼の 価値 は、 また 法外に 低く 見られる 

恐れが ある。 わたくしが、 日本なら ば、 老大家の 列に 

加 へらるべき 年輩と 閲歴 ある 彼 を、 仏国に 於け る 一新 

進 作家と して 紹介し、 あまつ さへ 日本なら ば、 一流の 

文人と 比肩し 得べき 彼 —— ルノルマン 君よ、 何とで も 

云 ひ 給へ II の 芸術 を 評する に、 最大 級の 讃辞を 用 ひ 

ない その 罪 を、 抑ぷ问 ものに 帰すべき であらう か。 
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